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晩
秋
を
迎
え
て
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳

し
く
な
り
、
紅
葉
も
見
頃
を
迎
え
た
十
月

中
旬
以
降
、
え
ん
ゆ
う
地
域
の
各
地
で
は
、

甜
菜
の
収
穫
作
業
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

こ
の
時
期
、
多
く
の
農
作
物
の
収
穫
作

業
も
終
わ
り
、
黒
土
が
見
え
る
畑
が
増
え

て
き
た
中
、
青
々
と
し
た
葉
を
つ
け
た
甜

菜
畑
は
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
き
ま
す
。

今月の主な記事
「平成２５年度の収穫作業も終盤へ」
甜菜の収穫作業が最盛期を迎えています ２～３

農協法公布記念日にあたって
北海道農業協同組合中央会
会長 飛田 稔章 ４

年金友の会秋季パークゴルフ大会を開催
１１月１９日（火）は『一日皆貯金』の日です
「冬の温泉保養」を実施します ５

平成２５年度公共牧場退牧作業 ６

青しその搾油作業が始まりました
第１４回ＪＡえんゆう組合長杯パークゴルフ大会開催 ７

退職者挨拶 ８

普及センターより ９

共済課からのお知らせ
１１月は、労働保険定期用促進強化期間です！！１０

ＪＡバンクウインターキャンペーンお知らせ １１

税務署からのお知らせ １２

狩猟免許出前教室のお知らせ １３

理事会あらまし
読者の声 １４

クロスワードパズル
スノー食品（株）玉葱加工施設棟が完成 １５

秋の農事部懇談会開催について
いもたま作造くん １６

表紙写真：公共牧場退牧作業の様子
（上湧別旭牧場）

上湧別南兵村二区の梶原達上湧別南兵村二区の梶原達矢矢さん）さん）
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収
穫
作
業
は
、
ま
ず
甜
菜
の
葉
を
ビ
ー

ト
タ
ッ
パ
ー
と
い
う
機
械
で
切
り
落
と
し

た
後
、
ビ
ー
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
、

大
地
の
中
で
大
き
く
実
っ
た
甜
菜
を
引
き

抜
い
て
収
穫
し
て
い
き
ま
す
。

収
穫
さ
れ
た
甜
菜
は
、
畑
の
横
に
作
っ

た
土
場
に
積
み
上
げ
た
後
、
製
糖
工
場
に

出
荷
さ
れ
、
精
製
作
業
を
経
た
後
、
砂
糖

と
な
っ
て
消
費
者
の
手
に
届
き
ま
す
。

今
年
は
、
例
年
に
な
く
早
い
初
雪
の
便

り
が
聞
こ
え
、
畑
が
一
面
銀
世
界
に
覆
わ

れ
る
な
ど
し
て
当
該
地
区
の
農
家
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
収
穫
作
業
に
難
渋
し

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
焦
る
気
持

ち
を
お
さ
え
て
、
農
作
業
事
故
等
に
留
意

さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
年
の
収
穫
作
業
が

無
事
に
終
わ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

柔らかい秋の陽射しの下、ビートハーベスターをつかって甜菜が掘り出されていきます柔らかい秋の陽射しの下、ビートハーベスターをつかって甜菜が掘り出されていきます（写真（写真はは１０月１０月２３日、２３日、
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の
も
と
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
の
み

な
ら
ず
、
ル
ー
ル
改
正
や
規
制
撤
廃
を
同

時
に
進
め
る
危
険
な
協
定
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
国
会
決
議
や
自
民
党
決
議
の

遵
守
を
強
く
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
不

可
能
で
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
交
渉
か
ら

脱
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

国
民
生
活
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
交
渉

で
あ
る
こ
と
を
各
方
面
に
広
く
訴
え
、
理

解
を
喚
起
す
る
活
動
を
粘
り
強
く
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
昨
年
開
催

し
た
第
二
十
七
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
お

い
て
、
組
合
員
の
総
意
の
も
と
「
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
実
現
」
と
「
次
代
を

担
う
協
同
の
実
践
」
を
決
議
し
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
農
協
の
組
織
・

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
は
、「
ひ
と
り
は
万
人
の

た
め
に
、
万
人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と

の
協
同
組
合
の
基
本
理
念
を
前
提
に
置
い

た
取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。関

係
者
総
力
の
も
と
で
農
業
環
境
の
改

善
に
向
け
た
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、

若
手
農
業
者
へ
の
農
協
理
念
の
継
承
、
女

性
農
業
者
の
農
協
事
業
へ
の
参
画
等
を
併

せ
て
行
い
な
が
ら
、
地
域
農
業
・
Ｊ
Ａ
を

担
う
人
材
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
て
い
く

か
が
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
対
外
的
な
役
割
並
び
に

責
任
が
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
、

必
要
な
自
己
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
組
合

員
を
は
じ
め
地
域
住
民
・
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
う
る
事
業
展
開
と
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の

結
集
に
よ
る
競
争
力
強
化
、
健
全
な
Ｊ
Ａ

経
営
態
勢
の
確
立
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解

促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
等
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

「
農
」
は
国
の
い
し
ず
え
で
あ
り
、
食
は

命
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
長
年

に
わ
た
り
先
代
が
築
き
上
げ
た
本
道
農
業

並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
基
盤
を
さ
ら
に

強
固
な
も
の
に
し
、
後
世
に
し
っ
か
り
継

承
す
る
よ
う
共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

今
後
と
も
本
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に
農
業

協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、

今
年
で
六
十
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
食
料
確
保
の
必
要
性

と
あ
わ
せ
て
農
民
の
自
主
的
立
場
を
確
保

す
る
た
め
、
農
村
の
民
主
化
が
最
重
要
課

題
で
あ
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
、
農
協
法

が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
農
協
が
設
立
し

ま
し
た
。

農
協
は
「
農
民
の
農
民
に
よ
る
農
民
の

た
め
の
組
織
」
で
、
相
互
扶
助
の
精
神
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
農
協
を
拠
り
所
と

し
て
こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
な
環
境
変
化

を
乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
経

営
と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

農
協
法
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
て
必

要
な
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農

協
事
業
・
組
織
運
営
の
基
本
法
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
農
協

の
社
会
的
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
改
め
て

組
合
員
・
役
職
員
が
心
に
刻
み
、
共
通
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

国
連
は
、
協
同
組
合
の
位
置
付
け
・
役

割
を
再
認
識
し
、
協
同
組
合
活
動
の
更
な

る
充
実
強
化
を
は
か
る
べ
く
、
平
成
二
十

四
年
を
国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
と

定
め
、
世
界
各
国
で
関
連
す
る
取
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

協
同
組
合
組
織
の
一
員
と
し
て
わ
た
し

た
ち
は
、
農
家
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の

安
定
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
第
一
義
と
し

て
、
地
域
社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
、
そ

の
役
割
と
機
能
を
よ
り
一
層
発
揮
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
世
界
的
に
食
料
・
環
境
問
題
や

社
会
・
経
済
を
め
ぐ
る
多
く
の
情
勢
変
化

が
起
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
農
業
や

Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
も
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

直
近
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
や
農

業
・
農
協
等
の
規
制
改
革
の
動
き
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
規
制
改
革
は
表
裏
一
体
の
課
題
で
あ
り
、

改
め
て
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
位
置
付
け
並
び
に

役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の

理
解
を
得
る
努
力
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

農
業
・
地
域
社
会
の
安
定
的
発
展
に
つ
な

が
る
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、

我
々
の
声
に
理
解
を
示
さ
ず
半
ば
強
引
に

交
渉
参
加
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報

開
示
が
極
め
て
不
十
分
な
中
、
国
民
不
在

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

会
長

飛

田

稔

章



十
一
月
十
九
日
は
、
第
六
六
回
目
の
農

協
法
制
定
記
念
日
で
す
。
毎
年
こ
の
日
を

記
念
し
て
全
職
員
顧
客
訪
問
に
よ
る
「
一

日
皆
貯
金
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り
、
一
日
皆
貯

金
に
は
一
〇
〇
〇
名
以
上
も
の
お
客
様
に

貯
金
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
職
員
が
皆
様
の
お
宅
に
集
金

に
お
伺
い
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
も
抽
選
で
左
記
の
懸
賞
金

が
あ
た
り
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
源
泉
分

離
課
税
二
〇
．
三
一
五
％
が
差
引
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

〜懸 賞 金〜

特賞 ５本 １０,０００円（7,969円）

金賞 １５本 ５,０００円（3,985円）

銀賞 ３５本 ３,０００円（2,391円）

銅賞１００本 １,０００円（ 797円）

※（ ）内の金額は源泉分離課税差引後のお客様
お受取金額です。

※当選発表については、１月号の誌面において
発表し、当選者には別途ご案内いたします。

十十
一
月
十
九
日（
火
）

十
一
月
十
九
日（
火
）はは

『
一
日
皆
貯
金
』の
日
で

『
一
日
皆
貯
金
』の
日
で
すす
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年
金
友
の
会
は
恒
例
行
事
の
「
冬
の
温

泉
保
養
」
を
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
「
阿
寒
温
泉
ニ
ュ
ー
阿
寒
ホ

テ
ル
」
に
て
三
日
間
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
二
泊

三
日
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
き
先
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、

日
程
は
一
月
中
下
旬
の
間
に
二
泊
三
日
で
、

開
催
す
る
予
定
で
す
。
自
己
負
担
額
は
、

一
万
五
千
円
前
後
の
予
定
で
す
。
受
付
期

間
は
、
十
二
月
一
～
二
十
日
ま
で
と
し
、

場
所
・
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
広
報
誌
に
て
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
全
道
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
と

し
て
「
年
金
受
取
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
農
協
の
口
座
で
年

金
受
取
を
指
定
く
だ
さ
っ
た
方
へ
ソ
ー
プ

セ
ッ
ト
を
進
呈
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
こ

の
機
会
に
知
人
等
の
ご
紹
介
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
今
年
の
上
位
入
賞
者
》

●
男
子
の
部

優

勝

藤
井

政
幸

氏
（
湧
別
）

準
優
勝

加
藤

勇

氏
（
湧
別
）

三

位

松
浦

光
明

氏
（
湧
別
）

●
女
子
の
部

優

勝

小
野

礼
子

氏
（
湧
別
）

準
優
勝

渡
部
千
鶴
子

氏
（
湧
別
）

三

位

石
井

サ
チ

氏
（
遠
軽
）

年
金
友
の
会
は
、
十
月
三
日
、
湧
別
町

五
鹿
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
白
樺
コ
ー
ス
に

て
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

上
湧
別
地
区
二
二
名
、
遠
軽
地
区
一
二
名
、

丸
瀬
布
地
区
一
名
、
生
田
原
地
区
五
名
、

合
計
四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
に
は
心
地
よ
い
気
温
と
な
り
、
開
会

式
で
は
松
浦
光
明
会
長
よ
り
「
年
金
友
の

会
事
業
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、

本
大
会
は
親
睦
を
第
一
に
考
え
て
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

農
協
を
代
表
し
て
山
口
哲
朗
専
務
理
事
よ

り
「
貯
金
業
務
を
初
め
と
し
て
、
農
協
事

業
運
営
の
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、
尚

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

競
技
結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お

り
で
す
。

男子の部上位入賞者の方々

蛍 ひざし ２０１３.１１

女子の部上位入賞者の部

「
冬
の
温
泉
保
養
」を

実
施
し
ま
す

年年年
金
友
の
会
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

年年
金
友
の
会
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

年
金
友
の
会
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催催

年
金
友
の
会
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
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草
木
の
色
づ
き
も
山
か
ら
里
に
お
り
だ

す
十
月
中
旬
を
迎
え
、
今
春
に
新
緑
ま
ぶ

し
い
草
地
へ
放
た
れ
た
牛
た
ち
も
家
路
に

つ
く
季
節
と
な
り
、
十
月
十
七
日
の
白
滝

支
湧
別
牧
場
・
東
白
滝
牧
場
を
皮
切
り
に

十
月
三
十
一
日
の
上
湧
別
旭
牧
場
・
富
美

牧
場
ま
で
、
え
ん
ゆ
う
地
域
の
各
公
共
牧

場
で
は
退
牧
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
月
十
六
日
に
寒
冷
前
線
の

通
過
と
台
風
二
六
号
の
影
響
か
ら
、
平
年

よ
り
二
〇
日
以
上
早
く
初
雪
が
降
り
、
白

滝
で
は
三
〇
㎝
の
積
雪
を
記
録
す
る
な
ど

前
例
が
な
い
中
で
の
退
牧
と
な
り
ま
し
た

が
、
牛
た
ち
は
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
、

元
気
に
飼
い
主
の
元
へ
戻
る
と
と
も
に
、

一
部
の
牛
た
ち
は
Ｊ
Ａ
が
昨
年
開
設
し
た

育
成
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。

退
牧
当
日
は
、
利
用
農
家
、
農
協
、
各

関
係
団
体
が
集
ま
り
、
放
牧
地
か
ら
牛
を

集
め
て
、
次
々
と
家
畜
運
搬
車
に
積
み
込

み
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

夏
の
間
、
公
共
牧
場
で
す
く
す
く
と

育
っ
た
牛
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牛
舎
で

大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

鮮やかな紅葉の中、退牧作業がおこなわれました（写真は１０月２３日、生田原八重牧場）

平平平
成
二
十
五
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

紅紅紅葉鮮やかな牧場から１０００頭が家路につく紅紅紅葉鮮やかな牧場から１０００頭が家路につく紅紅紅葉鮮やかな牧場から１０００頭が家路につく紅葉鮮やかな牧場から１０００頭が家路につく
平
成
二
十
五
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

平
成
二
十
五
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
たた

平
成
二
十
五
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

退牧作業の様子



叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
十
月
十
三
日
、
湧
別
町
五
鹿
山
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
第
一
四
回
Ｊ
Ａ
え

ん
ゆ
う
組
合
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
薄
曇
り
で
風
が
強
く
、
少
し
肌

寒
い
中
で
の
プ
レ
イ
と
な
り
ま
し
た
が
、

湧
別
町
内
か
ら
六
四
名
（
男
子
三
四
名
、

女
子
三
〇
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
ス
コ
ア
が
男
子
ネ
ッ
ト

九
六
で
片
平
喜
一
さ
ん
、
女
子
は
ネ
ッ
ト

一
〇
五
で
合
計
三
ホ
ー
ル
の
プ
レ
ー
オ
フ

を
制
し
た
河
村
美
代
さ
ん
が
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
順
位
は
下
記
の
通
り
と
な

り
ま
す
。

男 子
ス コ ア氏 名順 位

９６（グロス９６、HD０）片平 喜一優 勝

９７（グロス９４、HD３）安村 久準優勝

９８（グロス９８、HD０）片平 和雄３ 位

女 子
ス コ ア氏 名順 位

１０５（グロス１０５、HD０）河村 美代優 勝

１０５（グロス１０５、HD０）日當百合子準優勝

１０７（グロス１０３、HD４）木村英美子３ 位

《大会結果》（敬称略）

今大会で優勝した片平喜一さん（右）
と河村美代さん（左）

［４コース パー１３２］

パークゴルフ大会の競技の様子

第第第
一
四
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
組
合
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第第
一
四
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
組
合
長

第
一
四
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
組
合
長
杯杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

第
一
四
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
組
合
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

遠
軽
地
区
と
生
田
原
地
区
で
は
、
九
月

に
収
穫
し
て
乾
燥
さ
せ
た
青
し
そ
を
蒸
留

し
、
搾
油
す
る
作
業
が
十
月
中
旬
か
ら
順

次
始
ま
り
ま
し
た
。

青
し
そ
は
、
す
べ
て
企
業
と
の
契
約
栽

培
で
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
出
荷
さ
れ
て
お
り
、

サ
ラ
ダ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
菓
子
類
、
風

味
調
味
料
等
に
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

搾
油
作
業
は
、
大
き
な
蒸
留
釜
で
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
釜
に
乾
燥
さ
せ
た
青
し

そ
を
詰
め
込
ん
だ
後
、
蓋
を
し
て
蒸
気
を

あ
て
る
こ
と
で
搾
油
し
ま
す
。

蒸
留
が
終
わ
り
、
釜
の
蓋
が
開
け
ら
れ

る
と
一
気
に
蒸
気
が
吹
き
出
す
と
と
も
に
、

ま
わ
り
に
は
し
そ
の
良
い
香
り
が
立
ち
込

め
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
春
先
の
天
候
不
順
や
そ
の
後

の
干
ば
つ
と
八
月
の
多
雨
の
た
め
か
、
例

年
よ
り
搾
油
量
が
少
な
い
傾
向
と
の
こ
と

で
す
が
、
作
業
が
無
事
終
わ
る
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

蒸留釜に青しそを詰め込んでいる様子

青青
し
そ
の
搾
油
作
業
が
始
ま
り
ま
し

青
し
そ
の
搾
油
作
業
が
始
ま
り
ま
し
たた

蒸留釜からしそ殻が取り出される様子

詣 ひざし ２０１３.１１
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笹

原

良

子

（
本
所
畜
産
課
ビ
ー
フ
ラ
ン
ド
係
）

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
ご
多

忙
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
十
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
六
年
八
月
六
日
よ
り
、
本
所
店
舗
、
畜
産
課

ビ
ー
フ
ラ
ン
ド
係
で
十
九
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に
数
々
の
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
な
が
ら
も
、
至
ら
な
い
私
に
ご
指

導
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
、
そ
し
て
え
ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

清
水
（
旧
姓
尺
伊
藤
）
利
紗

（
遠
軽
支
所
営
農
課
営
農
係
兼
農
産
課
農
産
係
）

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
ご

多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
十
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
よ
り
遠
軽
支
所
営
農
課
、
農
産
課
、

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間

に
は
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
役
職
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に
数
々
の
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
な
が
ら
も
、
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
、
そ
し
て
え
ん
ゆ
う
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

宮
原

利
幸
（
農
産
課
農
産
販
売
係
）

謹
啓

霜
枯
れ
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
々

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
盛
栄
の
趣
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
儀

去
る
十
月
八
日
を
も
っ
て
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
、
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
を
円
満

退
職
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
ひ
と
月
ほ
ど
自
分
に
関
わ
っ
た
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
労
し
た
頃
の
こ
と
や
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

色
々
な
場
面
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
今
思
う
と

一
つ
一
つ
が
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
社
し
て
四
年
六
ヶ
月
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
私
を
一
か
ら
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
、

失
敗
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
き
も
、
温

か
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
組
合
長
を
は
じ
め
職
場
の

皆
様
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
温
か
い
上
司
や
職
場
の
皆
様
に
恵
ま

れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
、
今
、
改
め

て
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
し
ば
ら
く
自
宅
で
休
養
し
、
職
員
で
は
な

く
、
い
ち
消
費
者
と
し
て
、
こ
の
会
社
を
陰
な
が
ら

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

短
い
間
で
し
た
が
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
か
皆
様
も
お
元
気
で
ご
活
躍
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

ひざし ２０１３.１１ 警
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事
故
の
状
況
は
、各
町
よ
り
報
告
さ
れ

た「
農
作
業
事
故
報
告
」か
ら
作
成

普及センターより

月
別
で
は
二
十
四
年
北

海
道
の
発
生
件
数
と
比
較

し
収
穫
期
と
２
・
３
月
に

多
い
状
況
で
す
（
図
２
）。

３

安
全
へ
の
声
か
け
を

し
よ
う
！

臼
作
業
前
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

作
業
と
危
険
箇
所
の
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

渦
牛
と
の
関
係
は
馴
致
が

大
切
で
す
。
基
本
は

「
怒
ら
ず
、
騒
が
ず
、

た
た
か
ず
、
蹴
ら
ず
」

嘘
他
人
に
起
き
た
事
故
は
自
分
に
も
お

き
る
「
か
も
し
れ
な
い
」
と
常
に
考

え
、
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

安
全
は
営
農
継
続
の
た
め
に
も
大
変

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

１

地
域
の
発
生
状
況

当
地
域
で
は
年
間
約

件
（
５
年
平

７０

均
）
も
の
農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
農
業
就
業
者
百
人
当
た
り
（
５

年
平
均
）
で
は
北
海
道
が
２
人
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
が
２
．
８
人
に
対
し
、
遠
軽
支

所
管
内
で
は
３
．５
人
と
北
海
道
の
１
．

７
倍
も
発
生
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
平
均
よ

り
多
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
遠
軽
支
所

管
内
は
死
亡
事
故
も
過
去
５
年
間
に
２

件
発
生
し
、
負
傷
事
故
と
と
も
に
多
く

発
生
し
て
い
る
地
域
で
す
。

２

遠
軽
支
所
管
内
の
事
故
の
特
徴

事
故
発
生
時
の
作
業
（
図
１
）
は
、

搾
乳
作
業
（

％
）
が
最
も
多
く
、
特

２９

に
牛
に
関
わ
る
作
業
（
牛
の
移
動
や
給

餌
）
で
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

雪
腐
病
防
除
は
良
質
小
麦
の
安
定
生

産
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
雪
腐
病
が
発

生
す
る
と
、
茎
数
の
減
少
や
生
育
の
遅

れ
か
ら
収
量
・
品
質
の
低
下
を
招
く
ど

こ
ろ
か
廃
耕
に
な
る
ほ
場
も
あ
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

薬
剤
に
よ
る
防
除
と
排
水
対
策
等
の
耕

種
的
対
策
の
徹
底
が
必
要
で
す
。

一

薬
剤
に
よ
る
雪
腐
病
防
除

薬
剤
防
除
は
、
雪
腐
病
の
種
類
に
応

じ
た
薬
剤
の
選
択
が
重
要
で
す（
表
１
）。

畑

作

農

家

経

営

昨
年
当
地
区

で
は
紅
色
雪
腐

病
及
び
褐
色
小

粒
菌
核
病
の
発

生
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
（
表

２
）。
特
に
連
作

ほ
場
で
は
、
発

生
状
況
に
応
じ

た
薬
剤
の
選
定

が
必
要
で
す
。

二

散
布
時
期
と
散
布
方
法

薬
剤
の
散
布
は
「
根
雪
直
前
」
の
散

布
が
最
も
効
果
的
で
す
。
当
地
域
は
、

十
一
月
上
旬
～
中
旬
頃
が
散
布
の
目
安

と
な
り
ま
す
。
気
象
情
報
を
確
認
し
適

期
散
布
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

天
候
が
不
安
定
で
ト
ラ
ク
タ
が
ほ
場

に
入
れ
な
い
等
の
条
件
で
は
、
無
人
ヘ

リ
に
よ
る
防
除
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

三

雪
腐
病
の
耕
種
的
対
策

越
冬
前
に
滞
水
し
た
り
過
湿
状
態
に

な
る
と
越
冬
前
後
の
生
育
が
悪
く
な
り

雪
腐
病
に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、

溝
を
切
る
な
ど
の
排
水
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

使

用

回

数

希

釈

倍

率

褐
色
小
粒
菌
核
病

黒
色
小
粒
菌
核
病

大

粒

菌

核

病

虹

色

雪

腐

病

２1,000倍○○○○フロンサイド水和剤

２500〜750倍○○○リゾレックスベフランフロアブル

２400倍○○○○バシタックベフランゾル

３2,000〜2,500倍○トップジンＭ水和剤

２750〜1,000倍○○○チ ル ト 乳 剤 ２５

表１ 秋まき小麦の雪腐病防除薬剤

※無人ヘリ登録は地区農作物病害虫・雑草防除ガイド参照
※フロンサイド水和剤・バシタックベフランゾルは混用単用問わず展着剤を加用する。
※リゾレックスベフランフロアブルにトップジンＭ水和剤を混用する場合は、展着剤
を加用する。

褐色
雪腐

紅色
雪腐

黒色
小粒
菌核

褐色
小粒
菌核

大粒
菌核

0432550遠 軽 町

0205750佐呂間町

05518270湧 別 町

※網走農業改良普及センター遠軽支所調べ

「
秋
ま
き
小
麦
雪
腐
病
防
除
」

表２ Ｈ２５病害別発生割合（％）

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

図１ 事故発生時の作業（遠軽支所管内）

図２ 月別農作業事故発生件数
（Ｈ２０～２４年累計）
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労働災害保険とＪＡ傷害共済
加入してＷの保障！！

ご存じのこととは存じますが、農作業の機械化か進み、毎年、農作業事故が多数
発生しております。
農業は、他の産業と比較しても事故リスクが高い産業になっているのが現状です。

万一の農作業事故に備えて、労災保険、傷害共済に加入して下さい。

＊特にアルバイト使用人等雇用労働者がいる事業主は必ず労災保険に加入
して下さい。

万一の時、治療費は全額支払われますし、休業補償等も支払われます。
それ以上に、相手に対して変な気を使わせずに治療に専念してもらえます。

労災保険・雇用保険のご相談は共済課まで！！

＝共済課からのお知らせ＝

＊事業主の皆さん、労働保険の加入はお済みですか？
＊労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働ける職場にしましょう！

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進
等を図ることを目的に国が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を除
き、労働者を一人でも雇用する事業については、法人・個人を問わず加入が義務付
けられています。

＊農業は、個人経営の事業で常時５人以上の労働者がいる場合、適用事業所とな
り、加入する義務があります。
したがって常時５人未満については、暫定任意適用事業となります。（任意で加
入可能）

＊法人経営の事業は、常時一人でも労働者が居る場合、適用事業所になります。

問い合わせ先 厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課
（０１１－７０９－２３１１）

または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所

えんゆう農協の担当は、共済課（本所・各支所）です。

１１月は、労働保険定期用促進強化期間です！



鶏 ひざし ２０１３.１１



ひざし ２０１３.１１ 芸

〜税務署からのお知らせ〜

事業所得、不動産所得等を有する方に対する記帳・帳簿等の保存
制度について、平成２６年１月から対象となる方が拡大されます。

０１５８−２３−２１９１紋別市南が丘町２丁目１番４４号紋別税務署

お電話でお問い合わせの場合は、自動音声にしたがって「２」を選択後、所得税担当までお問い合わせください。

税 務 署

平成２６年１月から

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

◎ 対象となる方
事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

※ 所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

平成２６年１月からの記帳・帳簿等保存制度

◎ 記帳する内容
売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載

します。

記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて

記載するなど、簡易な方法で記載してもよいことになっています。

◎ 帳簿等の保存
収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け

取った請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

保存期間保存が必要なもの

７年収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
帳簿

５年業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

５年
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

書類
業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領
収書などの書類

【帳簿書類の保存期間】

記帳・帳簿等の保存制度の詳細に関するご案内
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・

記録の保存について」をご覧いただくか、紋別税務署までお電話でお問い合わせください。
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十
月
十
三
日
に
札
幌
か
ら
曾
孫
が
遊

び
に
来
ま
し
た
。
も
う
少
し
で
生
ま
れ

て
五
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
お
っ
と
り
し

た
男
の
子
で
話
し
か
け
る
と
ニ
ッ
コ
リ

笑
っ
て
、
か
わ
い
く
て
、
つ
い
ほ
っ
ぺ

を
く
っ
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
朝
、
私
が
起
き
て
来
た
ら
、
曾

孫
が
女
の
子
に
変
身
し
て
い
る
の
で

す
！

び
っ
く
り
し
て
よ
く
見
た
ら
、

私
の
部
分
カ
ツ
ラ
を
頭
に
か
ぶ
っ
て
い

た
の
で
す
。

私
の
驚
く
顔
を
見
て
、
孫
と
娘
が
大

笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

（
匿
名
）

曾
孫
さ
ん
は
さ
ぞ
か
し
か
わ
い
い
顔

立
ち
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

青
し
そ
の
蒸
留
作
業
の
切
り
込
み
も

よ
う
や
く
千
秋
楽
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
ビ
ー
ト
掘
り
を
本
格
的
に
始
め

ま
す
。
も
う
雨
は
い
ら
な
い
の
に
天
気

予
報
通
り
に
降
っ
て
き
て
困
っ
て
い
ま

す
。主

人
も
愛
犬
ゆ
う
と
恨
め
し
そ
う
に

空
を
眺
め
て
は
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま

す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

去
年
も
そ
う
で
し
た
が
、
良
い
予
報

は
当
た
ら
な
い
け
ど
、
悪
い
予
報
は
当

た
る
の
が
恨
め
し
く
、
本
当
に
天
気
だ

け
は
こ
ち
ら
の
思
う
通
り
に
は
い
き
ま

せ
ん
ね
。

さ
す
が
秋
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
過

ご
し
や
す
く
な
り
、
野
山
も
色
付
き
は

じ
め
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

今
日
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
曾
孫
が
来
た

の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
匿
名
）

早
い
も
の
で
野
山
が
色
付
き
出
し
た

と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
里
ま

で
お
り
て
き
ま
し
た
ね
。

読
者
の
声

第
九
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
全
国
監
査
機
構
監
査
結
果
に
つ
い
て

二
．
税
務
調
査
結
果
に
つ
い
て

三
．
第
一
四
回
Ｊ
Ａ
組
合
長
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
結
果
に
つ
い
て

四
．
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

五
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

六
．
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
に
つ
い
て

七
．
そ
の
他

・
玉
葱
専
門
部
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

・
営
農
課
土
壌
診
断
業
務
に
つ
い
て

・
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
業
務
状
況
に

つ
い
て

◇
議

案

一
．
平
成
二
十
五
年
度
賦
課
金
の
賦
課
徴

収
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
固
定
資
産
の
取
得
お
よ
び
修
理
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
冬
の
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
一
日
皆
貯
金
の
実
施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

七
．
役
員
研
修
視
察
の
実
施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

ひざし ２０１３.１１ 鯨
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り １１月２５日（月）

１０月号の答えは「モミジガリ」でした。
すっかり寒くなりましたが、健康に
留意下さい。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

名
刺
に
氏
名
と
と
も
に
載
せ
る
こ
と
も

４

公
費
で
は
な
く
て

６

こ
た
つ
で
丸
く
な
り
た
い
ニ
ャ
ー

７

溶
質
＋

＝
溶
液

９

「
何
だ
何
だ
？
」
と
現
場
を
取
り
囲
む

食
器
を
拭
く
の
に
使
い
ま
す

１１

私
の
趣
味
は
釣
り
、

は
腹
話
術
で

１２

す家
の
稼
ぎ
手
の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
、

１４

穀
物
を
保
存
す
る
容
器

幸
せ
を
呼
ぶ
と
い
う

グ
ッ
ズ

１６

コ
ー
ヒ
ー
を
こ
ぼ
し
た
ら
残
っ
ち
ゃ
っ

１８

た年
賀
状
の
図
柄
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す

２０

香
り

、
味
シ
メ
ジ

２１

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

大
み
そ
か
に
突
く
除
夜
の

２

真
ん
丸
、
熱
々
の
大
阪
名
物

３

昨
日
と
明
日
の
間

４

「
桃
太
郎
」で
お
じ
い
さ
ん
が
刈
り
に
行

っ
た
も
の

５

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
に
使
わ
れ
る
セ
イ

ヨ
ウ

赤
い
実
が
な
り
ま
す

８

か
が
ん
だ
人
の
背
中
に
手
を
突
い
て
跳

び
越
え
ま
す

日
本
に
お
い
て
は
１
億
３
０
０
０
万
弱

１０

日
曜
と
祝
日
が
重
な
っ
て
月
曜
が

１１

休
日
に
な
っ
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入

１３

れ
ま
す

歯
応
え
の
良
い
ラ
ー
メ
ン
の
具

１５

た
こ
と
人
と
を
つ
な
ぐ
も
の

１７

黒
、
茶
、
白
の
毛
並
み
の
こ
と

１９

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧 別 町 富 美

湧別町上湧別屯田市街地

遠 軽 町 白 滝

成瀬キクイ さん
片岡 チヤ さん
渡辺百合子 さん

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

３

２０１１

Ｂ

４

Ｃ

２１７

１２

６

１０
Ａ

１５

Ｄ

１８

１４

１７

１

２

５

８

９

１３

１６

１９
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Ｊ
Ａ
子
会
社
で
野
菜
原
材
料
の
食
品

向
け
加
工
を
お
こ
な
っ
て
い
る
ス
ノ
ー

食
品
工
業
株
式
会
社
（
湧
別
町
）
で
は
、

湧
別
町
助
成
事
業
の
「
湧
別
町
農
業
振

興
事
業
補
助
制
度
」
を
活
用
し
て
、
老
朽

化
し
た
玉
葱
加
工
（
む
き
玉
）
施
設
棟

の
建
替
え
を
お
こ
な
い
、
こ
の
た
び
無

事
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
加
工
施
設
の
更
新
が
完
了
し
た

こ
と
で
、
作
業
効
率
の
向
上
に
つ
な
が

り
、
平
成
二
十
四
年
度
実
績
三
八
六
四

ｔ
の
処
理
量
に
対
し
て
、
年
間
四
三
〇

〇
～
四
五
〇
〇
ｔ
の
加
工
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
処
理
量
の
増
加
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

スス
ノ
ー
食
品

ス
ノ
ー
食
品 （
株
）

（
株
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